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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、（1）工業高等専門学校の学生が学校生活および将来技術者として
直面する英語使用場面について調査するニーズ分析を行うこと、（2）ニーズ分析を踏まえてタスクシラバスを
構築し、その指導効果の検証を行うことである。高専の学生、専門教員、技術者を対象に半構造化面接を用いて
ニーズ分析を行った結果、所属組織、交際、業務、研究、機器・技術、英語学習に関連する15の目標タスクタイ
プが報告された。これらの結果をもとに、タスクを中心とした授業実践を行った結果、発話の抵抗感の観点から
は向上が見られなかったものの、授業に対する動機づけに肯定的な影響を与えていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is (1) to conduct a needs analysis that explores 
the target task-types that learners at the National Institute of Technology will face in their 
school life and/or workplace, and (2) to construct pedagogic tasks based on the needs analysis and 
examine the effectiveness of these task-based lessons in terms of learners’ affective aspect. As a 
result of the needs analysis, 15 target task types related to affiliation, socializing, business, 
research, engineering, and learning English were reported. On the basis of the needs analysis, three
 cycles of action research were conducted targeting fourth-year students. Although no remarkable 
improvements were found in terms of learners’ unwillingness to communicate, teachers' field notes 
and learners’ comments on reaction papers revealed that learners enjoyed and enthusiastically 
engaged in task-based lessons, which they felt were practical and useful for their future. 

研究分野：外国語教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 工業高等専門学校（以下、高専）は、技術
者の養成を目的とする機関であり、国際社会
で活躍できる技術者の育成が求められてい
る。そのためには、産業界や技術者に求めら
れる英語使用場面を的確に把握し、教室内外
の英語使用に直結するようなカリキュラム
の作成が求められる。 
 このようなカリキュラムを作成するため
の一つとして、タスク（task）を活用するこ
とが考えられる。タスクをうまく用いること
で、教室外での言語使用を想定した練習が可
能である。技術者養成を目的として、タスク
を基にしたシラバスを構築するためには、技
術者がどのような場面で英語を使用してい
るかを知り、実際の英語使用場面を想定した
タスクを設定する必要がある。そして、作成
されたタスクを適切に配置し、シラバスを構
成する必要がある。 
 また、高専では、留学生や海外研修生との
交流をはじめとする国際交流も盛んに行わ
れている。卒業研究や学会発表など学術的な
側面においても、少なからず英語を使用する
学生が見られる。そのため、高専生が学校生
活で具体的にどのような場面で英語を使用
するかを知り、そのような場面を授業に取り
入れていくことは、学習者の教室外での英語
使用を明確に想定した英語学習が可能にな
るという点で有用であると思われる。 
 以上の観点から、高専生や技術者が実際に
直面している英語使用場面について調査す
るニーズ分析（needs analysis）が求められ
る。しかしながら、このような場面について
調査した研究は非常に少ない。海外では、技
術者が直面する英語使用場面についてニー
ズ分析を行った事例はいくつか見られる
（Kaewpet, 2009; Kassim & Ali, 2010; 
Spence & Liu, 2013）。しかしながら、日本
で体系的に行われたニーズ分析は、清水・小
山（2001）を除いてほとんど見られない。高
専に関連したニーズ分析はさらに少なく、筆
者の知る限り杉浦（2009）を除いて見られな
い。杉浦（2009）の研究は高専生を対象とし
ているものの、英語が使えるようになりたい
理由、不足している英語能力や知識、授業で
取り上げてもらいたい内容などについて調
査しており、高専生が直面する英語使用場面
については調査がされていない。 
 技術者に求められる英語能力の育成を目
指すカリキュラムの作成には、学習者のニー
ズだけでなく、実際に英語使用場面に直面し
ている技術者や、技術者を養成する立場にあ
る専門教員を対象とした、様々な観点からの
ニーズ分析が必要であると思われる。その結
果、高専生が学校生活や将来技術者として必
要とされる英語使用場面を、具体的なタスク
という形で明らかにすることができるよう
に思われる。 
 ニーズ分析の知見を活かしてタスクを作
成し、適切に配置してシラバスを構築した後

は、その指導効果について検証することも重
要である。タスクを中心とした実践事例とそ
の効果の検証は国内でもいくつか行われて
いる。例えば、木下（2002）は、中学校にお
いてタスクを用いて授業を行った事例を報
告している。藤田（2014）も高校生を対象と
し、タスクを活用した授業が学習者の情意面
に与える影響を調査している。しかしながら、
技術者養成を目的とした英語教育において、
タスクを中心とした指導の効果を体系的に
検証した事例は、国内ではほとんど見られな
い。そのため、このような観点からタスクを
中心とした指導の効果を検証することは、日
本国内におけるタスクを中心とした指導の
実践事例の１つとして、学術的、実践的側面
から意義のあるデータや事例を提供できる
ように思われる。このような背景を踏まえて、
本研究は行われた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、（1）高専生が学校生活お
よび将来技術者として必要な英語使用場面
についてニーズ分析を行うこと（平成 27 年
度）、（2）ニーズ分析の結果を踏まえ、タス
クシラバスを構築し、その指導効果の検証を
行うこと（平成 28年度）である。 
 
３．研究の方法 
（1）平成 27年度は、高専生が学校生活およ
び将来技術者として直面する可能性のある
英語使用場面のニーズ分析を行った。高専に
所属する学生（専攻科生）8名と専門教員 10
名、および技術者 10 名に研究の協力を依頼
した。データの収集には、半構造化面接
（semi-structured interview）を用いた。半
構造化面接は、あらかじめ面接項目を設定し、
話の流れに応じて質問の順序を入れ替えた
り、適宜質問を追加したりしながら進める面
接法の一種である。英語を使用している当事
者の意見を体系的に収集するためには、計画
性と柔軟性の高い半構造化面接が最適であ
ると判断した。 
 面接は、研究協力の同意を書面で得た後、
筆者と協力者の 1対 1で行われた。面接は研
究協力者の許可を得て録音された。書き起こ
された面接データは、佐藤（2008）を参考に、
書き起こされたデータを読み、研究協力者が
学校生活や職場で行った英語使用場面を探
し、暫定的にコーディングした。コーディン
グの際には、コミュニケーションの手段や場
面、相手、内容、活動に関する記述も合わせ
てコーディングした。このような手順を進め
ながらコード名を整理した後、再度コーディ
ングした内容について確認し、目標タスク
（target task）を抽出した。その後、類似し
た目標タスクをまとめて目標タスクタイプ
（target task-type）を生成した。最後に、目
標タスクタイプをテーマごとにまとめ、カテ
ゴリを設定した。 
（2）平成 28年度は、平成 27年度のニーズ



分析で得られた結果を踏まえて教育用のタ
スクを作成し、その指導効果について検証し
た。高専の 4年生（男子 35名、女子 3名）
を対象とした。使用したタスクは「企業紹介
タスク」と「製品紹介タスク」である。4 年
生は夏休みにインターンシップを行うこと
になっており、企業について意識したり調査
したりする時期であることを考慮し、学習者
の学校生活に密着していると思われる上記 2
つのタスクを設定することとした。 
 学習者がタスクを中心とした授業につい
てどのように考えているかを調査するため
に、フィールド・ノーツ、リアクション・ペ
ーパー、質問紙の 3 つのデータを収集した。
フィールド・ノーツは、教師である筆者が授
業中の様子を観察し、授業後に学習者の様子
と教師の気づきを可能な限り詳しくメモを
した。また、各実践が終わるごとに、授業の
感想やコメントをリアクション・ペーパーに
よって収集した。質問紙は、磯田（2009）で
用いられていたものを採用し、発話の抵抗感
の観点から、実践の前後の学習者の情意面の
変化を測定した。 
 次に、具体的指導手順について述べる。ま
ず、第 1 回目から第 3 回目の授業において、
実際に英語を使用することに対して慣れる
目的で、1 分間英会話活動（以下、英会話活
動）を行った。学習者はペアになり、最近の
出来事についてペアを変えながら 5回話した。
会話の際には、多少の誤りがあってもよいの
で話すことが重要であることを随時伝える
と同時に、アイコンタクトやジェスチャー、
相槌表現の指導を適宜行った。ペアワークを
行った後は、会話中でうまく表現できなかっ
たものを数個辞書で調べる時間を設けた。 
 「企業紹介タスク」は第 4回目から第 7回
目の授業において行われた。指導の手順は
Nunan（2004）を参考に、スキーマの構築、
企業紹介の学習、企業紹介の練習、発表の手
順で行った。「製品紹介タスク」は、第 11回
目から第 13 回目の授業において行われた。
「企業紹介タスク」における内省（後述）を
踏まえて、Willis（1996）を参考に、タスク
の練習（show & tell）、スキーマの構築、タ
スク発表の手順で行った。 
 
４．研究成果 
 （1）平成 27年度に行われたニーズ分析に
おいては、所属組織、交際、業務、研究、機
器・技術、英語学習の 6つのカテゴリが生成
された。その中で 15 の目標タスクタイプが
抽出された。 
 所属組織のカテゴリでは、「所属組織の紹
介をする」「自社製品の紹介をする」「企業の
情報を収集する」という目標タスクタイプが
報告された。「所属組織の紹介をする」目標
タスクタイプでは、「所属組織のプレゼンテ
ーションをする」「所属組織について口頭で
説明する」「電子メールで所属組織について
やりとりする」という目標タスクが報告され

た。「自社製品の紹介をする」目標タスクタ
イプでは、「自社製品のプレゼンテーション
をする」「電子メールで自社製品の説明をす
る」という目標タスクが報告された。「企業
の情報を収集する」目標タスクタイプでは、
「企業の説明を聞く」「企業の情報を収集す
る」という目標タスクが報告された。 
 交際のカテゴリでは、「日常会話をする」
という目標タスクタイプが報告された。この
目標タスクタイプにおいては、「日常会話を
する」「日本の文化や習慣について会話する」
という目標タスクが報告された。 
 業務においては、「予定の調整をする」「仕
事の進捗状況を報告する」「仕事上の議論を
する」「指示や助言をする」という目標タス
クタイプが報告された。「予定の調整をする」
目標タスクタイプでは、「電子メールで予定
の調整を行う」「会議で予定を調整する」と
いう目標タスクが報告された。「仕事の進捗
状況を報告する」という目標タスクタイプで
は、「会議で仕事の進捗状況を報告する」「電
話で仕事の進捗状況を報告する」「仕事の進
捗状況について報告書を書く」という目標タ
スクが報告された。「仕事上の議論をする」
目標タスクタイプでは、「口頭で仕事につい
て議論する」という目標タスクと「企画書を
作成する」という目標タスクが報告された。
「指示や助言をする」目標タスクタイプでは、
「口頭で指示をする」という目標タスクと
「文書で指示をする」という目標タスクが報
告された。 
 研究のカテゴリでは、「自身の研究を紹介
する」「学術書や専門書を読む」「研究に関す
る情報を収集する」という目標タスクタイプ
が報告された。「自身の研究を紹介する」目
標タスクタイプでは、「自身の研究のプレゼ
ンをする」「研究概要を書く」という目標タ
スクが報告された。「学術書や専門書を読む」
という目標タスクタイプでは、「文献を読ん
で内容を報告する」という目標タスクが報告
された。「研究に関する情報を収集する」と
いう目標タスクタイプでは、「研究に関する
情報をインターネットで検索する」「研究に
関する情報をメールでやりとりする」という
目標タスクが報告された。 
 機器・技術のカテゴリでは、「機器・技術
に関する情報を収集する」「技術文書の読み
書きをする」「機器の操作説明をする」とい
う目標タスクタイプが報告された。「機器・
技術に関する情報を収集する」目標タスクタ
イプでは、「インターネットで機器・技術に
関する情報を検索する」という目標タスクが
報告された。「技術文書の読み書きをする」
目標タスクタイプでは、「マニュアルの読み
書きをする」「仕様書の読み書きをする」「契
約書の読み書きをする」という目標タスクが
報告された。「機器の操作説明をする」とい
う目標タスクタイプでは、「機器の操作の説
明をする」という目標タスクが報告された。 
 英語学習のカテゴリでは「英語の勉強をす



る」という目標タスクタイプが報告された。
この目標タスクタイプでは、「英語の学習に
取り組む」「英語の授業や研修を受ける」と
いう目標タスクが報告された。 
 これらの結果を、先行研究（清水・小山, 
2001）と比較したところ、共通して見られた
目標タスクタイプには、「自社製品の紹介を
する」「自身の研究を紹介する」「学術書や専
門書を読む」「機器の操作説明をする」が挙
げられた。また、清水・小山（2001）で報告
された「テクニカルレポート」「ビジネス文
書」「電子メール」も本研究において報告さ
れた。 
 高専と企業で共通して報告された目標タ
スクタイプには、「所属組織の紹介をする」
「企業の情報を収集する」「日常会話をする」
「学術書や専門書を読む」「技術文書の読み
書きをする」「英語の勉強をする」が挙げら
れた。高専において直面する可能性の高い目
標タスクには「自身の研究を紹介する」「研
究に関する情報を収集する」が報告された。
前述の共通して見られた目標タスクタイプ
と合わせて検討すると、高専において直面す
る可能性の高い英語使用場面は、所属組織、
交際、研究、英語学習のカテゴリの目標タス
クタイプと関連していることが明らかにな
った。 
 企業において直面する可能性の高い目標
タスクタイプには「自社製品の紹介をする」
「予定の調整をする」「仕事の進捗状況を報
告する」「仕事上の議論をする」「指示や助言
をする」「機器・技術に関する情報を収集す
る」「機器の操作説明をする」が報告された。
前述の共通して見られた目標タスクタイプ
と合わせて検討すると、技術者に求められる
英語使用場面は多様であることが明らかに
なった。 
 また、本研究において見られたコミュニケ
ーションの手段や場面には、プレゼンテーシ
ョン、ポスターセッション、電子メール、電
話、会議、テレビ会議、情報収集、文書読解・
作成、インフォーマル・トークが挙げられた。 
 （2）平成 28年度に行われたタスクシラバ
スの指導効果の検証については、第 1回から
第 3 回に行われた「英会話活動」、第 4 回か
ら第 7 回に行われた「企業紹介タスク」、第
11回から第 13回に行われた「企業紹介タス
ク」の 3つの実践について、フィールド・ノ
ーツとリアクション・ペーパーを踏まえて結
果を報告する。 
 まず、「英会話活動」については、40 秒を
過ぎた辺りから学生の英語を話す声がだん
だん小さくなっていく様子が見られた。しか
しながら、回数を重ねていくにつれ、1 分間
何とか話そうとしている様子が見て取れる
ようになった。リアクション・ペーパーをま
とめたところ、「楽しく授業に取り組めた」
「英語の学習を頑張りたい」「基礎学力がな
いことを実感」「うまく話せない」「英語に対
する不安」という気持ちを学習者が持ってい

たことが明らかになった。 
 「企業紹介タスク」では、発表原稿を用意
し、その原稿を見て話す姿が見られた。その
せいか、学習者の話す（原稿を読む）スピー
ドが速く、聴衆にとって理解が困難な箇所が
多数見られた。可能な限り原稿から目を離し
て話すように伝えたところ、徐々にではある
が、原稿を見た後に顔を挙げて、聴衆の方を
見ながら話す様子が見られるようになった。
5 回目の発表時には発表原稿を見ずに発表す
るよう伝えたが、その際には、話す速度がか
なり落ちたため、結果として聞き取りやすい
発表になっていたように思われる。しかしな
がら、発表準備に時間がかかりすぎたこと、
学習者が英語を実際に使う時間をより多く
確保したいということが教師の反省点とし
て挙げられた。リアクション・ペーパーをま
とめたところ、「楽しく活動に取り組めた」
「将来の役に立ちそうである」「ポスター（視
覚資料）の重要性を感じた」「ある概念やコ
ンセプトを分かりやすく伝えるのが難しい」
「プレゼンテーションに対する緊張」「プレ
ゼンテーションがうまくできなかった」とい
う気持ちを学習者が持っていたことが明ら
かになった。 
 「製品紹介タスク」では、「企業紹介タス
ク」の反省を踏まえて、Willis（1996）を参
考に、タスクまでの支援を簡略化する指導手
順で実践を行った。学習者は、製品について
熱心に説明しようと取り組んでいる様子が
見られたものの、学習者が話す英語の誤りが
教師として気になるようになってきた。リア
クション・ペーパーをまとめたところ、「楽
しく授業に取り組めた」「達成感を感じた」
「将来の役に立ちそう」「難しく感じた」「伝
える工夫を考慮する必要性」「うまく表現で
きない」「英語力の必要性を実感」という気
持ちを学習者が持っていることが明らかに
なった。 
 これらの結果を考察すると、「楽しく授業
に取り組めた」「将来に役立ちそうである」
という声は、「企業紹介タスク」と「製品紹
介タスク」の 2つのタスクで共通して見られ
たことが明らかになった。その一方で、複雑
な概念を簡単な英語で表現するための指導
の必要性、伝える工夫を検討する必要性も報
告された。この点については、コミュニケー
ション・ストラテジーや基礎的な工学英語の
学習が必要であると思われるが、今後の課題
として十分に検討していく必要がある。 
 また、発話の抵抗感の観点から指導の効果
を分析したところ、能力認知、不安、回避の
面において顕著な変化は見られなかった。つ
まり、今回の実践では、タスクを中心とした
指導をとおして発話の抵抗感を軽減させる
には至らなかった可能性がある。タスク 2回
分の実践であること、日程の都合上、第 2時
点の質問紙調査を小テスト直前に行わざる
を得なかったことが影響していることが考
えられる。 
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